
　

認
知
症
は
、
脳
の
細
胞
が
死
ん

で
し
ま
っ
た
り
、働
き
が
悪
く
な
っ

た
り
す
る
こ
と
で
生
活
す
る
上
で

さ
ま
ざ
ま
な
支
障
が
出
て
く
る
状

態
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。(

図
１)

　

認
知
症
を
引
き
起
こ
す
原
因
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
、
中

で
も｢

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知

症｣

「
脳
血
管
性
認
知
症
」「
レ
ビ
ー

小
体
型
認
知
症
」
は
３
大
認
知
症

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
他
に
も
働

き
盛
り
の
４０
歳
～
６０
歳
に
多
い
前

頭
側
頭
型
認
知
症
（
ピ
ッ
ク
病
）

が
あ
り
ま
す
。(

表
３)

図 1　認知症による物忘れと老化による物忘れの違い
認
知
症
の
原
因
は
？

認知症シリーズ①
認知症を早期発見し早期治療しましょう
　認知症の患者数は高齢化社会の進行とともに増え続けています。厚生労働省によると認知症患者は 2015
年には 345万人にのぼると推計され、65 歳以上のかたの10人に1人が認知症になるといわれています。( 表１)
　認知症にかかる一番の要因としてあげられるのは「年をとること」です。85 歳以上の高齢者の４人に１人が
認知症にかかるといわれており、認知症は今やとても身近な病気といえます。( 表２)
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認
知
症
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

普通の物忘れ 認知症による物忘れ

体験やできごとの一部を忘れるが、
体験のほかの記憶から、忘れた部
分を思い出すことができる。

体験やできごとのすべてを忘れ
てしまうため、ヒントがあって
も、思い出すことができない。

もの忘れをしている自覚がある。 もの忘れをしている自覚がない。

人物や時間・場所までわからなく
なることはない。

人物や時間・場所までわからな
くなることはない。

例）ご飯を食べたことは覚えてい
　　るが、メニューを忘れる。

例）ご飯を食べたこと自体を忘
　　れる。
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早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
大

切
！！

　

認
知
症
は
ど
う
せ
治
ら
な
い
病

気
だ
か
ら
医
療
機
関
に
行
っ
て
も

仕
方
な
い
と
い
う
人
が
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
誤
っ
た
考
え
で
す
。
認
知

症
に
つ
い
て
も
早
期
受
診
、
早
期

診
断
、
早
期
治
療
は
非
常
に
重
要

で
す
。

　

早
い
時
期
に
受
診
す
る
こ
と
の

メ
リ
ッ
ト

　

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
で

は
、
薬
で
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と

が
で
き
、
早
く
使
い
始
め
る
と
健

康
な
時
間
を
長
く
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
病
気
が
理
解
で
き
る
時

点
で
受
診
し
、
少
し
ず
つ
理
解
を

深
め
て
い
け
ば
生
活
上
の
障
害
を

軽
減
で
き
、
そ
の
後
の
ト
ラ
ブ
ル

を
減
ら
す
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

治
る
病
気
や
一
時
的
な
症
状
の

場
合
も
あ
る

　

正
常
圧
水
頭
症
や
、
脳
腫
瘍
、

慢
性
硬
膜
下
血
腫
な
ど
の
場
合
、

脳
外
科
的
な
処
置
で
劇
的
に
良
く

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
甲
状
腺

ホ
ル
モ
ン
の
異
常
の
場
合
は
、
内

科
的
な
治
療
で
よ
く
な
り
ま
す
。

薬
の
不
適
切
な
使
用
が
原
因
で
認

知
症
の
よ
う
な
症
状
が
出
た
場
合

は
、
薬
を
や
め
る
か
調
整
す
れ
ば

回
復
し
ま
す
。
し
か
し
、
こ
う
し

た
状
態
の
ま
ま
長
期
間
放
置
す
る

と
、
脳
の
細
胞
が
死
ん
だ
り
、
恒

久
的
な
機
能
不
全
に
陥
っ
て
回
復

が
不
可
能
に
な
り
ま
す
。
１
日
も

早
く
受
診
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

初
期
は
専
門
医
療
機
関
の
受
診

が
大
切
。
何
科
を
受
診
す
れ
ば
い

い
の
？

　

認
知
症
の
診
断
は
初
期
ほ
ど
難

し
く
、
高
度
な
検
査
機
器
と
熟
練

し
た
技
術
を
要
す
る
検
査
が
必
要

で
す
。
専
門
の
医
療
機
関
へ
の
受

診
が
不
可
欠
で
す
。

　

認
知
症
の
診
療
を
す
る
主
な
診

療
科
に
は
、「
も
の
忘
れ
外
来
」
が

あ
り
ま
す
。そ
の
他
、「
精
神
科
」「
老

年
内
科
」「
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン

タ
ー
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

認
知
症
の
診
察
や
治
療
は
ど
ん

な
こ
と
を
す
る
の
？

　

診
察
で
は
、
問
診
を
は
じ
め
、

認
知
症
の
要
因
と
な
る
ほ
か
の
病

気
の
有
無
を
調
べ
る
検
査
、
画
像

検
査
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
治
療

で
は
、
薬
物
治
療
の
ほ
か
、
心
理

療
法
な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
。

(

表
４)

　
薬
に
よ
る
認
知
症
の
治
療

　

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
に

対
し
て
は
、
根
本
的
な
治
療
に
は

至
ら
な
い
も
の
の
、
症
状
を
一
時

的
に
改
善
し
、
そ
の
進
行
を
遅
ら

せ
る
ド
ネ
ペ
ジ
ル
、
ガ
ラ
ン
タ
ミ

ン
、
リ
バ
ス
チ
グ
ミ
ン
、
メ
マ
ン

チ
ン
と
い
っ
た
薬
が
有
効
で
す
。

作
用
の
異
な
る
２
つ
の
薬
が
併
用

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

血
管
性
認
知
症
の
治
療
薬
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
脳
梗
塞
な
ど
の
再

発
を
防
止
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
悪

化
を
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
周
辺
症
状
の
一
つ
と
し
て
、

う
つ
状
態
が
み
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
程
度
に
よ
っ
て

は
抗
う
つ
薬
が
用
い
ら
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。(

表
５)

　

認
知
症
と
い
う
病
気
は
、
本
人

だ
け
で
な
く
、
介
護
す
る
家
族
に

も
大
き
な
負
担
を
掛
け
ま
す
。
負

担
を
少
し
で
も
軽
く
す
る
に
は
、

早
期
発
見
が
大
事
で
す
。

　

日
ご
ろ
の
行
動
で
、
ひ
ょ
っ
と

し
た
ら･･･
と
思
っ
た
ら
、
ま
ず

は
医
師
に
相
談
し
て
い
た
だ
く
か
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

認
知
症
と
間
違
え
や
す
い

「
う
つ
病
」
や
「
せ
ん
妄も

う

」

　
高
齢
期
は
、
社
会
や
家
庭
で

の
役
割
を
失
っ
た
り
、
近
親
者

と
の
死
別
な
ど
、
喪
失
体
験
が

多
い
時
期
の
た
め
「
う
つ
病
」

に
な
り
や
す
い
と
い
え
ま
す
。

「
う
つ
病
」
に
よ
り
生
じ
る
一

時
的
な
記
憶
力
の
低
下
や
運

動
機
能
の
低
下
が
、
認
知
症
の

症
状
と
間
違
え
ら
れ
る
ケ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。　

　

そ
の
他
に
も
大
き
な
手
術

に
よ
る
入
院
な
ど
で
急
性
の

脳
機
能
障
害
が
起
こ
り
、
一
時

的
に
幻
覚
や
妄
想
が
あ
ら
わ

れ
る
「
せ
ん
妄
」
も
、
認
知
症

と
混
同
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
過
剰
な
体
液
が

た
ま
る
こ
と
で
認
知
症
と
似

た
症
状
が
出
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

正
し
い
診
断
と
治
療
の
た

め
に
も
、
認
知
症
が
疑
わ
れ
る

症
状
が
見
ら
れ
た
ら
、
早
め
に

専
門
医
を
受
診
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

ドネペジル（アリセプト） 軽度から重度 ( 高度）

メマンチン（メマリー） 軽度から重度 ( 高度）

ガランタミン（レミニール） 軽度から中等度

リバスチグミン（貼り薬））
（イクセロンパッチ、
リバスタッチパッチ）

軽度から中等度

認
知
症
の
診
断
・
治
療
に
つ
い
て

認
知
症
か
な
と
思
っ
た
ら･･･
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